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り
>
、千
九
西
七
年
に 

は
五
割
六
分
^

爲
れ
h

o

此
聞
自
然
カ
莅
炭
の
發
見 

等
に
依
て
、
製
造
業
が
著
大
の
進
步
を
致
し
れ
る
の 

■

事
實
は
之
を
爭
ふ
可
か
&

ず

。
■'若

し

も

面

積

廣

溯

に 

し
て
、
甯
源
の
®
饒
な
る
國
な
ら
ん
.か
、
自
足
狀
ff
i
 

に
居
&

•て
、
尙
ほ
.製
造
業
の
.發
達
を
期
す
る
を
得
べ
：
 

し
ヒ
雖
も
、
獨
逸
：の
國
情
を
以
て
し
て
は
、
外
國
の
. 

市
場
を
開
拓
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
廣
大
な
る
工
業
の 

膨
腺
.を
艰
む
'
る
能
は
ず
。
製
造
業
は
原
料
品
の
供
驗

第
九
怨_ 

$四
九
.

)

雜
，
錄
；

「

方
タ
グ
ス
フ
オ
ー
ド
小
师
字」£-

の
時
局
經
.濟
研
：究
'

璧
號
：

七
コ
1



f
 
怨

(

21
:
3t
.〇)

雜
.

を

必

要
ミ
し
"

而

し

て

外

國

人

は

自

ら

貨

物

を

賣

却 

せ
ざ
れ
ば
、
之
を
購
入
せ
ざ
る
を
以
て
、
大
な
る
輸 

出
は
自
ら
大
な
る
輸
入
を
惹
起
し
た
而
し
て
此 

パ
間
*
逸
の
輸
出
は
製
造
品
を
主
ど
し
？
其
輸
入
は
食 

料
品
並
に
原
料
品
に
重
き
を
遛
く
に
至
れ
h

o
獨

逸

| 

は
陸
上
に
於
て
歐
洲
大
陸
諸
國W

聯
絡
を
有
す
:̂

雖

I 

h

斯
る
聯
絡
に
依
て
；、
獨
逸
に
供
へ
ら
る
、
市
場
一 

は
比
較
的
狹
隘
に
し
て
"
現
に
千
九
百
年
獨
逸
賀
易I

‘ 

の
七
割
は
海
上
經
由
に
依
^

^
今
日
に
於
て
は
其
割

ノ
 

合
の
页
忙
大
な
る
を
見
る
可
し
。
故
に
.獨
逸
に
し
て 

海
上
權
を
左
右
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
獨
逸
の
商
品
は 

從
に
敵
國
の
捕
獲
に
歸
す
る
に
1[
;
ま
ら
ん
の
み
0
現

j 

に
今
_
の
戰
爭
に
於
け
る
»
逸
の
資
易
狀
態
を
見
る\ 

に
、
其
輸
出
の
四
割
"
典
輸
入
の
四
割
四
分
は
»
逸 

が
敵
手V」

し
つ
>

6
る

國

ど

行

は

る

、
も

の

な
6
0 

獨
逸
は
西
部
パ
ル
チ
ッ
ク
海
に
於
け
る
賀
易
の
外
は 

运
國
の
商
辦
を
'し
て
賀
易
R
當
ら
し
ひ
る
を
#
t -
、
 

阳
戰
後
捕
1
^-
.笵
か
れ
た
る
商
船
も
空
し
く
自
國
®

七
四

.

內
に
碇
駿
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
の
狀
餾
R.
居
れ
A

O
然 

ら
ば
中
立
國
の
船
舶
に
依
又
中
立
國
を
經
由
し 

て
"

贸

易

を

行

ふ

の

辍

あ
h
や
ど
一
本
ふ
に
"
此
點
に 

も
亦
種
々
の
妨
碍
な
き
を
#
ず
？
第」

獨
逸
の
刺
用 

し
得
べ
き
中
立
國
の
船
舶
に
は
自
-&
限
ぅ
あ
り0
即 

ち

中

立

諸

國

の

船

舶

は

世

界

商

船

全
！
！

の
四
分
の
一 

に
し
て
、
此
內
の1

部
分
が
獨
逸
の
刺
用
す
る
所

 ̂

爲
る
の
み
。
第1,1

獨
逸
が
斯
る
方
法
に
依
て
輸
入
し 

»
る
貨
物
の
大
部
分
は
絕
對
禁
制
品
か
、
然
&
ず
ん 

ば
條
件
付
禁
制
品
な
る
を
以
て
3
や
立
國
の
船
中
；は 

是
等
貨
物
の
搭
載
を
拒
絕
す
る
に
翠
る
可
く
、
第
三 

聯
合
諸
國
は
自
國
の
主
ど
し
て
供
給
す
る
貨
物
の 

輸
出
を
禁
止
し
"
又
英
國
の
如
き
獨
逸
の
撙
ら
供
給
：
 

す
る
砂
糖
の
輸
入
を
禁
止
し
れ
&

o
第
四
聯
合
諸
國 

ビ
敵
國
ど
に
於
け
一
る
人
民
の
中
立
國
を
經
由
す
る
間 

接
質
易
も
原
產
地
證
明
ど
貨
物
仕
向
地
_
吿
€
に
_依 

て
制
限
せ
&
る
可
く
、
.第
五
丁
抹
並
忆
ス
カ
ン
デ
イ 

ナ
グ
牛
.ァ
諧
國
の
如
き
獨
逸
の
近
隣
に
居
る
中
3:
®

錄

「

ォ
タ
グ
ス
フ
ォ
ー
ド
小
册
子」

中
の
時
局
經
濟
研
究
.

谘
五
魏

4
0
0

國
の
食
1
供
：給
を
»
富
な
：ら
し
む
：厶
爲
め
，
又 

聯
合
諸
國V

J

の
紛
議
を
避
ぐ
る
爲
め
ァ
今
や
食
料
品 

旅 

k
戰

爭

の

目

的

に

供

用

せ

ら

る

、
幾

多

貨

物

の

輸 

出
に
制
限
を
加
へ
、
第
六
北
海
を
交
®
區
域V」

す
る 

布
吿
能
に
獨
逸
自
ら
浮
流
水
雷
を
»
設
し
た
る
事
實
一 

は
北
海
を
滅
.
し̂
て
、
輸
送
せ
ら
る
、
貨
物
の
運
賃 

^

»
料
を
禁
止
的
高
率
に
茧
ら
し
め
た
6
0 

斯
の
如
く
ァ
ッ
シ
ュX

丨
氏
は
獨
逸
戰
時
の
海
上
交 

通
を
不
可
能VJ

し
、
芡
獨
逸
を
以
て
事
實
に
於
て
封
鎖 

せ
ら
れ
た
る
も
の€

1
1

む
o
旣
R
然
る
以
上t

r

氏
が 

猶
逸
戰
時
の
食
糧
供
給
に
就
て
"
悲
觀
說
を
爲
す
亦
異\ 

S
す
る
に
足
ら
ず
0
而
し
て
其
悲
觀
說
た
る
、
頗
る
系 

統
的
な
る
を
覺
ゆ
o
即
ち
日
ぐ

食
物
に
關
し
て
は
"
從
來
農
業
保
護
の
計
畫
の
行
は| 

れ
た
る
が
爲
め
に"

獨
逸
は
英
國
が
同1

の
場
合
杞 

陷
6
た
る
ょ
り
も
、
良
好
な
る
が
如
し
o
國
段
が
主 

た
る
食
料
ビ
し
て
消
^
す
る
毂
物
は
今
日
倚
ほ
燕
麥 

に

し

て

，
全
部
の

供

給
^
げ

て

帝

國

内R
產

出
.せ
&

る
o

然
も
.近

年

小

；麥

撒
.を
似
て
製
造
せ
&

る
.

>

 

麵
雜 

は
漸
く
—

般

の

消

费̂
る
脈
艺
爲
ダ
.
所
謂
黑
麵
麴 

中
に
も
小
麥
粉
の
浪
用
せ
&

る

、

も

の

少

な

か

ら

、ざ 

る
を
以
て
> 

小
麥
は
國
民
の
消
費
す
る
麵
雛
の
五
分 

の
ニ
を
占
む
る
も
の
マ」

|.見
る
可
し
0
'
而
し
て
此
■小
麥 

の
三
分
の
1

«

外
國
殊
に
虫
:̂

し
て
露
國
ょ
6

輸
‘入 

せ
&

る
、
も
の
な
る
に
於
て
は
、
他
の
源
泉
に
依
て 

斯
る
不
足
を
補
充
す
る
の
困
難
な
るt

r

之
を
想
像 

す
る
に
苦
し
ま
す
0

代
價
が
競
^

に
依
て
定
め
、b

る 

、
場
合
に
"

供
給
不
足
の
代
價
R

及
ば
す
影
響
が
不 

足
.額
に
對
し
て
、
比
例
を
逸
す
る
记
至
る
は
"
經
濟 

學
上
の
原
則
ど
し
て

1

般
に
承
認
せ
&

る
、
所
な 

i

英
國
が
官
憲
自
ら
食
料
品
の
代
價
を
決
究
す
る 

の
訐
*

を
行
ふ
こ
ど
僅
に
數
週
に
過
ぎ
ざ
$
し
に
反 

し
，.
獨
逸
が
常
に
此
計
畫
に
依
賴
し
、
殊
に
駿
價
の 

公
定
に
全
力
を
傾
注
す
る
の1,

事
は
雨
國
々
情
の
相 

違
を
語
る
も
の
^'
^

ふ
可
く
、
殊
に
露
西
3S

ょ
o

家 

畜
飼
料
れ
る
大
麥
の
輸
入
中
止
し
^

る
結
興
N

獨
逸

第M

號 
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苽
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.雜
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錄
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太
少
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ス
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ォ
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册
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中
み
時
局
經
濟
研
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雑

錄

「

方
少
ダ
K
7太
丨
ド
小
，册
字I

中
の
■時
岢1

濟
讲
究

.
^
1

七
六

il
內
R
產
出
せ
&

る

、
大
麥
が
寒
し
く
高
價
€
爲 

り
、
大
麥
ょ
6
廉
價
ぢ
爲
れ
る
燕
麥
が
麵
_
の
.原
料 

た
ら
ず
し
て
"

却
て
家
畜
の
飼
料

た

る

の

變

態

を

生 

ず
る
に&;

れ
i
o 

-

取
^
の
結
末
に
就
て
は
、
ア
ッ
シ
ュ
レ
ー
氏
は
聯
合 

諧
國
が
勝
利
を
得
る
も
の
:̂
し
"
此
指
定
の
下
に
於
て
、 

國
際
間
殊
に
英
國
の
立
國
上
に
及
ぼ
1
影
響
を
論
斷
せ 

んVJ

し
た
b

o
而
し
て
此
般
の
議
論
.を

爲

す

や

、
氏
が 

枕

年

故

ジ

ヨ

セ

フ®チ

ムV

丨
レ
ン
氏
ど
志
を1

に
し 

て
"
關

稅

改

革

論

を

鈹

吹

し

た

る

關

係

上

"
聊
か

其

好 

む
所
に
偏
す
る
の
嫌
6
る
を
免
か
れ
す
0
即
ち
.氏
の
議 

諭
を
槪
括
す
れ
ば
、
左
の
數
項
の
外
に
出
で
ず
o 

第1

,
苑
帝
國
の
統
o
.

帝
國
統
一
に
對
す
る
眞
實
の
危
險
は
姉
妹
民
族
間
に 

於
け
る
意
識
わ
る
分
離
に
非
ず
し
て
"
寧
ろ
地
方
的 

利
害
の
强
く
"
中
心
的
勢
力
.の
弱
き
に
基
く
無
意
識 

な
る
離
灰
な
6

:0
然
る
.に
今
囘
の
戰
^
に
於
て
，
自 

治
殖
民
地
が
任
1
に
帝
_
の
爲
め
.に
.
®力
.し
た
る

は
4
即
ち
帝
國
銃i

の
感
情
の
鞏
固
な
る
.こ
ど
示
す 

も
の
に
し
て
T
各
方
而
に
於
け
る
協
同
的
戰
闘
は
相 

互
の
認
識
、
理
解
、
尊
敬
を
重
ね
、
共
同
的
.記
臆
の 

基
本
れ
る
を
得
べ
i

單
一
な
る
帝
國
を
創
設
す
る 

に
必
要
な
る
聯
合
的
組
織
の
素
地
亦
自
S
發
生
す
る 

を
得
べ
し
。

第
二
"
英
獨
の
殖
民
地
。

.

.

&
人
の
住
民
，を
缺
き
1
全
ぐ
伯
林
ょ
6
支
配
せ
ら
る 

、獨
逸
殖
民
地
ど
英
帝
國
を
紐
織
す
る
S
治
殖
民
地 

並
に
廣
大
な
る
M
ff
i
ビ
を
比
較
す
る
の
偸
を
失
す
る 

は
論
を
俟
れ
す
0
獨
逸
人
は
今
日
ま
で
新
開
地
に
於 

け
る
善
良
な
る
殖
民
人
た
る
事
實
を
立
證
す
る
に
m 

ら
す
o
獨
逸
は
人
口
稠
密
に
し
て
、
國
內
に
多
數
の 

人
段
を
容
る
>

0'
餘
地
な
し
ど
の
信
念
は
即
ち
從
來 

殖
民
地
の
搬
張
に
腐
心
す
る
^
至
れ
る！

M
因
ビ
爲 

れ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
：.事
實
に
极
據
を
镫
く
も
の
に 

非
ず
、
It
獨
逸
ば
» '
出
品
分
配
の
中
心
點
^j

し
て
、 

石
炭
：胳
藏
無
線
®
信
撒
結
.の
'必
‘要
よ
5
、
殖
民
地
を

m

K

^

n

g

n

刺
f
f
lし
れ
る
も
0

V
み
々
，4
や
戰
#
の
結
果 

獨
逸 

は
殖
段
地
0
大
半
を
喪
失
せ
ざ
る
を
得
ず
0
思
.ふ
把 

英
國
政
府
は
此
.問

題

に

對

し

ゝ

講

.和

倐

仲
決
定
に
臨 

ん
で
、
m
大
な
る
態
度
を
持
せ
ん
ビ
す
る
と
舊
の
如 

べ
爲
る
可
し
ビ
雖
も
"
英
國
以
外
の
政
府
に
し
て
此 

點
R
發
言
す
る
も
の
な
き
を
得
す
。
領
有
當
時
0
事 

情
ょb

!
K
，

は
ん
か
、
獨
逸VJ

雖

も

"
膠

州

灣

の

還

付 

を
待
蕻
す
る
能
は
ず
。
他
の
殖
K
地
..中
"
英
國
の
領 

土
をS3

る
こ
V
J
&く
、
又
英
國
政
府
の
支
配
に
1 :
き 

も
の
に一

虫
つ
て
は
"

S
し
く
講
和
常
時
の
談
判
に
.

I 

任
す
可
し
ど
離
も
1
英
國
の
«

K
地
が
旣
に
征
服
し 

又
其
殖
尻
地
の
交
通
圈
內
に
在
る
獨
逸
殖
民
地
は
當 

然
新
な
る
領
有
者
の
掌
中
に
殘
る
可
&
も
の
^
す
。 

是
れ
獨
逸
の
自
尊
心
並
に
權
勢
を
傷
く
る
も
の
な
る 

可
し
ビ
雖
も
斑
し
迅
む
を
.得
ざ
る
.の
數
な
ぅ
0 

f

フ
英
國
經
濟
政
策
の
革
新
。

英
國
人
に
對
し
て
，

M

R直
接
の
興
味
办
る
_

®
tt 

今
囘
の
.戰
淨
が
.内

國

經

濟

政

策

.上

に

及

ぼ

さ

ん

^
し

.
つ

:>
-
:3
)
る
影
響
是
れ‘な
>
々
1-
じ

政

愤
«:
時
局
：の
必 

‘要
.に
他
さ
れ
て
、

直
忙
經
濟
上
^

於

ゆ

る

非

千

涉

を 

'
主
義
ビ
し
杧
る
德
習
的
政
策
を
廢
棄
し
國
民
亦
之

 ̂

賛
成
の
意
を
表
し
れ
A
O'今
や
政
府
の
信
用
は
商
業 

の
各
方
面
に
及
び
"
質

為

‘の
或
る
も
の
は
輸
出
禁
业 

令
の
下
に
居
或
る
«
の
貨
物
は
政
府
に
依
て
購 

入
せ
ら
れ
、
廣
大
な
る
新
製
造
業
は
政
府
に
依
て
獎 

勵
せ
ら
れ
"
現

に

染

料

製

造

の

如

き

"

政

府

の
補
助 

金
を
支
給
せ
ら
る
.
.、
も
.の
6
$
0 

0
 

,

r

戰
.時
に
於
け
る
食
糧
供
給」

V
J
S

す
る
小
册
子
の
著 

漭
リ
ユ
丨
氏
の
如
何
な
る

»
滕
を
«
す
る
人
士
な
る 

や
”
佘
の
寡
聞
な
る
氏
が
英
國
農
務
省
書
記
官
の
一
人 

マ
し
し
て
S
現
に
同
省
に
勸
務
し
つ
-
、
6
る
以
外
に
之
を 

密
It
す
る
能
は
t

商
し
て
氏
の
冊
子
R
於
て
公
に
し 

た
る
議
論
ft
る
"
頗
る
疋
確
杧
.し
て
> 
嘆
獬
す
可
き
も 

の
あ
う
。：

.

. 

.

.

,'

:

英
國
が
今
日
外
國
よ
り
輸
入
す
る
食
料
品
の
金
额
は

第

九

您(

芄
五
三)

雜

錄
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方
ッ
ク
ス
フ
方
丨
ド
小
册
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咿
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研
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钫

九

怨(

五
五
四)
雜

錄

「

方
タ
グ
ス
フ
オ
I
ド
小
册
子J

中
の
時
局
經
濟
汧
究

熔
五
號

七
八

1
年
ニ
億
磅
を
^
ら
ず
、
之
^
茶
、
枷
緋
"n

ヽ
ア
の

如
き
飲
料
物
を
加
へ
ん
か
、1
1億
ニ
千
馮
磅
R
達
し
>

1

人
^
ぅ
辟
» /
十
$
志
ど
爲
る
可
し
、
而
し
て
食
料
品

を
英
國
に
供
給
す
る
諸
外
國
を
價
格
に
依
て
列
記
す
れ

ば
"
合
衆
國
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ー
シ
ヽ
丁
妹
、
加
奈
陀
、

印
度
、
濠
洲
、
露
西
：

S
T
.

和
餾
、
獨
逸
"

二 

T

ジ
！

ラ
ン
ド
、
塊
地
利
匈
牙
利
、
佛
蘭
西
1
西
斑
牙
ノ
錫
蘭

の
服
份
ど
爲
る
可
く
'、
此
內
獨
、
燠
雨
國
よ
ぅ
供
給
を

受
く
る
は
、
生
ど
し
て
砂
®
に
し
て
？
錫
蘭
よ
り
兪
\

す
る
も
の
妳
茶
ぁ
る
の
みo

小
麥
は
奪
ら
合
衆
國
，
加

祭
陀
、
印
度
、
ア
ル
ぜ
ソ
チ
丨
ン
、
籐
洲
、
露

厘

の

供

給

に

係

肉

は

濠

洲

"
ア
ル
ゼ
ン
チ
ー
ゾ
、

二
ュ

I
ジ
I
Iフ
ン
ド
、
ク
ル
ダ
ュ

—

よ
$
、
豚
肉
纖
製
肉
は

合

衆

國

、

丁

抹"
和
蘭
"

加

奈

陀

よ

气

米

は

印

度

よ

ぅ
、
砂
糖
は
獨
逸
、
塊
地
利
、
，
玖
»

,
和
蘭
，
白
耳
義

よ
^
'、
牛
酪
は
丁
抹
"
露
西
®
、
和
前
、
.
濠
洲
、
端
典 

ジ
!
ラ
y
ド
よ
ん

合
衆
國
、
怫
蘭
西
，
一
加
奈
陀
、
カ
ナ
タ
ー
鳥
、
口
ス
ク

タ
カ
、n 

口
ン
ビ
ヤ
よ
.

o,、

茶

は

印

度

、

錫
§]
、

ジ
ヤ

i

”
l i

_

_

s

爾
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
口
兑
ン
ビ
ヤ
、
グ
ア
ー
ブ
マ
ラ
，
印

度

墨

西

哥

よ

ゲ

供

給

せ

ら

る

、
を

常

.

yj

すO 

上
記
食
料
品
の
品
0
並
^
供
給
國
別
を
通
®
し
て
、 

菩
人
の
.第

1

R .
感
ず
る
は
、
今
日
英
國
の
敵
手
ど
す
る 

獨
> 
塽

兩

國

よ

^
^
英

國

の

輸

入

す

る

重

要

食

料

品

は 

一
の
砂
糖
3>
る
の
み
、
他
忙
何
も
の
を
存
せ
ざ
る
一
事 

?

o

固
よ
り
砂
雛
以
外
に
、
英
國
は
千
九
西
十
三
年 

中

獨

逸

よ

り

四

十

ニ

萬

ニ

千

磅

の

馬

鈴

*

、

ニ
十
四
與 

六
千
磅
の
コ

、ァ
、
二
十j

萬
六
千
磅
の
織
卵
を
、
燠
地 

利
よ
立11

十
七
离
六
千
砂
の
鶴
卵
を
輸
入
し
れ
办
ビ
雖 

も
、
全
體
の
供
給
^
ぅ

見

れ

ぱ

"
九
牛
办
ー
毛
に
過
ぎ 

ざ
る
の
み
。
故
に
今
日
敵
國
S

M
商
上
の
關
係
斷
絕
す

、
乾

酪

は

加

奈

陀

る

\

英
國
は
砂
糠
以
外
に
、
.
食
料
品
の
茈
常
な
る
供
' 

煨
實
は
西
'讲

牙

、
，

綸

を

收

む

る

に

，大

5
、る
：苦
：痛

を

威

ず
»
D
I
»
D 

c

f 

f 

;

〜

：

l

i

l

i

l

l

l

l

i

l

i

l

i

l

i

^

l

l

i

l

i

i

i

i

^

l

i

i

s

^

^

i

i

セ
，̂

o
,然
も
從
來
此
點
.R
於
て
、
種
.々

の
®
豪
の
生
じ 

和
る
は
何
故
な
る
か
°
如
理
出
は
戰
時
紅
於
て
食
料
品 

の
代
價
に
恐
榄
的
騰
貴
を
惹
起
す
の
：

1

事

に

外

.な

ら

ざ 

る
が
如
く
，
現
に
往
年
組
織
せ
ら
れ
れ
る
戰
時
食
料
品 

供
給
問
題
委
員
會
，も

亦

調

査

の

結

果

を

槪

括

し

て

"
龙 

の
報
吿
を
爲
し
れ
-

CVO 

菩
人
は
英
國
人
を
し
て
實
際
の
飢
餓
に
陷
&
し
む
る 

の
狀
態
の
現
出
す
る
に
至
る
を
凝
ひ
すW

雖
も
、
然 

.

も

戰
爭
が
物
價
に
及
ぼ
し
、
又
贫
民
K
會
に
及
ぼ
す 

,
影
響
に
就
て
，
大
な
る
疑
惧
の
念
な
き
能
は
す
，
固 

、
ょ
办
物
價
に
生
す
る
經
濟
的
騰
貴
即
ち
戦
時
に
於
け 

'る
運
®
保
險
料
の
®
進
ょ
^V

生
ず
る
も
の
に
就
て
は 

深
く
驚
く
を
要
せ
ず
ビ
雖
も
、
此
以
外
に
大
海
戰
の 

破
製
^
依
て
生
ず
る
興
裔
の
爲
め
に
、
重
要
貨
物
の 

:代
偾
に
起
る
恐
«
的
騰
貴
に
對
し
て
は
、
之
を
阐
却 

す
る
‘能
は
す
。
正
確
な
る
報
道
の
普
及
は
恐
慌
に
基 

」

く
騰
貴
の
機
續
を
抑
制
す
可
く
^
又
其
騰
貴
の
®
だ 

.
し
き
ビ
與
に1

方

に

、
供
給
.を
增
進
す
る
の
努
力
亦

行

は

る

可

し

这

雖

も

，
：

：

物
價
の
騰
贲
が
其
'始
亿
於
て 

急
.劇
に
し
て
、
又
或
.る
_時
期
の
闕
繼
續
す
る
芩
き
は
、 

大
な
る
危
險
を
生
ず
る
：は
勿
論
R
し
て
、
吾
人
は
到 

底
斯
る
危
險
R
對
し
て
、
冷
靜
な
る
能
は
す
。 

然
ら
ば
昨
年
八
月
開
戰
以
來
十
月
に
至
る
三
箇
月
間 

英
國
は
食
料
品
の
供
給
並
に
其
代
價
の
騰
貴
に
就
て
委 

員
會
の
報
吿
し
.れ
る
が
如
き
：危
險
を
感
じ
た
る
や
否 

や
o
先
づ
各
種
食
料
品
の
上
記
三
箇
月
間
に
於
け
る
輸 

入
高
を
前
年
の
同
時
期
ど
比
較
ず
る
'に
浼
の
如
し
？
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(五
，：

洱
六)
雜

錄

，

然

&

ば

此

間

®

等

貨

物

の

代

®

は

如

何

R

#

!)
し

た

る 

か

■,
°

今

七

.月

の

物

.信

指

數

を

f
u
s

し
、
爾
後
の
變
動
を 

示
せ
ば
左
の
如
し
o

r

'

,

乾丁来麥米的瀠的冷ァ内 

垅 國 國 洲 國 藏 t阈

十 小 隶 雜 中 《鹿 
m m 粉黎麥尚み肉，牛

ゾ肉
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之
を
全
體
ょ
6
見
る
に
、
食
料
品
代
®
の
騰
貴
は
.it
人 

の
豫
想
し
た
る
所
ょ
6
も
、
小
な
&
し
を
認
o
可
く 

W 

の
如
き
は
英
國
の
艦
隊
が
海
上
權
を
掌
扼
し
て
食
料
品 

の
供
給
を
維
待
し
、
且
つ
代
價
の
騰
貴
が
實
際
に
於
け 

る
供
給
不
M
以
外
の
'原
因
K

基
け
る
'も
の
ど
せ
ざ
る
可 

か
&
す
。
#
國̂
の
喃
_
が
盡
；く

敵
國
海
S
に
依
て
^
il 

-を
破
4
て
、
何
等
食
料
品
の
佻
給
を
得

「

オ
タ
.ク
X
フ
オ
d
ド
小
册
子

」

中
の
哝
局
'經

濟

研

究

八

〇

ず
o
.之

を

海

戰0
記

錄
K
徵

す

る

も

、

或

る

港

、®

が

絕
 

對
に
卦
鎖
せ
&
れ
、
：
一
の
船
舶
す
ら
通
過
せ
ざ

る

R
茧 

れ
る
の
事
實
は
未
.だ
®
人
の
.聞

知

せ

ざ

る

所

：に

し

〜

 

英
11
の
如
き
-無
數
0
潘
灣
曲
浦
を
荷
す
る
沿
岸
線
を
» 

鎖
す
る
も
"
互

利

を

得

る

爲

め

仳

"
«
險

の

精

紳

に

富 

め
る
船
舶
の
所
有
渚
が
封
鎖
を
突
破
し
て
、
.食
料
品
の 

輸
送
'を
企
つ
可
き
は
論
を
俟
れ
t'
o 

.
以
下
?
ユi丨
氏
は
進
ん
で
英
國
に
對
す
る
封
®
の
完 

全
に
行
は
れ
た
る
場4

I
R
、

英
國
が
內
地
R
於
け
：る
食 

料
品
を
刹
用
し
て
、
如
何
に
鐵
國
の
狀
) 1
に
堪
へ
得
る 

や
の
問
題
を
硏
究
し
た
れ
ど
も
へ
此
秫
の
議
l r
は
.♦

«
 

0
戰
爭
に
极
て
、
殆
ん
ど
其
無
用
な
る
こ
ビ
立
論
せ
ら 

れ
た
る
を
以
て
"
之
を
紹
介
^
ず
。
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せ
ら
れ
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■ 

'る
.能
:«
.ざ
.る
枚
..衷
.る
'が
：如
含
は
3
之
を
.想
像
す
る
.傲
は 

、
_...... 

.

.
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:
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バ
.遂

濟

政

策

i

の

急

義

K

就

さ

て
 

、
松

崎

壽

氏

1 :
答

,

'.
.
,
'

山本美越乃

餞
に
予
が
京
都
法
學
會
雜
誌
第
九
鏺
第
十
一
號
R 

r

經
濟

政

策

に

對

す

る

私

見

』

を

披

櫪

し

て

"

斯
學

の

性 

質
に
關
す
る
從
來
の
說
明
に
滿
足
す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る 

所
以
を
述
べ
し
に
ヽ
松
崎
壽
氏
は
三
田
學
會
雜
誌
第
九 

卷
第
三
號
に
於
て
ノ
塔
見
に
對
す
る
批
評
を
加
へ
ら
れ 

た
る
事
は
予
の
深
謝
に
堪
^
ざ
る
®
な
-

C
S
O

予
今
南
洋 

新
占
領
地
R
於
け
る
經
濟
事
情
調
査
：の
爲
め
同
地
方U

 

出
張
の
命
を
受
け
"
其

準

備

に

忙

殺

せ

&

れ

つ

、
あ
る 

も9
寸
暇
を
偷
み
て
诞
に
単
見
の
存
す
る
所
を
要
言
し 

以
て
氏
0-
厚
意
^
酬
ゆ
る
こ
ど
、
な
せ
3
0 

兜
づ
事
の
猶
明
を
貴
む
の
主
镑
ょ
6
"
同
氏
の
評
說 

の
順
序
に
從
ひ
"

列
擧
的
に
卑
見
の
要
點
を
左
に
答
へ 

ん
S
欲

す

。

ハ
 

一

ノ序

が
a
濟

政
策
を
：以

て

、
國
K

0
經
濟
的
注
活 

を
完
全
に
發
達
せ
.し
め
ん
が
^
め
K
、
：
國

家

ヌ

は

公

® 

の
圃
體
の
行
ふ
所
0
方
策
な
^

^
云
べ
：る
に
對
し
、
氏 

は
國
民
の
經
濟
的
生
活
^
云

ふ

が

如

き

"
不
透
明
な
る 

文
字
を
用
ゆ
•る
ょ
公
は
、
寧
ろ
國
民
經
濟
の
健
全
な
る 

發
達
^
稱
す
る
方
，
直
.歓
明
快
^

6

論̂

ず

，る

も
、

@ 

人
は
何
が
故
に
經
濟
的
生
活
な
る
語
が
”
氏
の
言
の
如 

く
に
不
透
明
に
し
て
、
國
民
經
濟
な
る
語
が
直
截
明
快 

な
&
や
、
全
然
其
意
を
解
す
る
こ
S
能
は
ず
o
舉
見
に 

從
へ
ば
國
民
經
濟
の
健
全
な
る
發
達
ヒ
云
ふ
が
如
き
說 

明
こ
を
、
寧
ろ
茫
漢V」

し
て
-墙
：洋
の
感
な
き
能
は
ず
ビ 

考
ふ
。
然
れ
共
こ
は
畢
竟
用
語
の
末
節
に
拘
泥
せ
る
鶸 

論
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
、
觅
に
多
く
を
辯
ず
る
の
恶
な 

し5U

信
,

o

0
1
1
)

予
が
經
濟
政
策
ビ
社
會
政
策
€

の

問

に

"

無

用
 

の
限
界
を
設
け
た
A
ど
0
氏
の
批
評
に
對
し
て
は
、

&
 

等
0
兩
政
策
を
往
々
泥
同
せ
ん
ヒ
す
る
、
從
來
の
普
通 

の
論
潘
の
立
點
よ
A
せ
ば
、
夫
れ
或
は
然
ら
ん
。
然
れ

婼

九

饴(

五
五七

；,

.錄

r

細
濟
政
策
の
湓
龅
に
就
き
て」

松
崎
烯
氏
に
答
ふ

八


